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県
議
会

第
２
回
定
例
会
が
開
会

　
６
月
１
１
日
に
大
分
県
議
会
の

第
２
回
定
例
会
が
開
会
し
た
。

水

産
関
係
の
質
問
は
左
記
の
と
お
り

【

一
般
質
問
】

自
民
党
　
清
田
哲

也
議
員

　
県
南
地
域
の
一
次
産
業
に
つ
い

て

(

1

)

県
南
地
域
の
水
産
業
に
つ

い
て

　
県
南
地
域
で
は
高
齢
化
、

後
継

者
不
足
、

燃
油
の
高
騰
な
ど
で
採

算
性
が
悪
化
、

資
源
も
減
少
し
て

い
る
。

　
漁
船
漁
業
、

養
殖
業
と
も
に
幅

広
い
対
策
が
必
要
。

県
内
水
産
業

の
発
展
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

【

答
弁
】

佐
藤
知
事

　
担
い
手
確
保
の
た
め
、

国
や
県

の
研
修
や
県
単
の
給
付
金
、

漁
船

の
購
入
費
補
助
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

　
ま
た
生
産
性
、

収
益
性
の
向
上

の
た
め
、

資
源
管
理
、

拠
点
放

流
、

環
境
整
備
を
一
体
的
に
進
め

る
。

今
年
か
ら
ク
ル
マ
エ
ビ
の
拠

点
放
流
を
県
南
に
も
拡
大
す
る
。

今
回
、

補
正
予
算
で
省
エ
ネ
機
器

等
の
導
入
に
も
支
援
す
る
。

　
養
殖
ヒ
ラ
メ
で
は
緑
色
L
E
D

機
器
導
入
が
進
み
、

養
殖
ブ
リ
で

は
赤
潮
等
の
影
響
を
受
け
な
い
水

深
に
い
け
す
を
沈
め
、

A
I
を
活

用
し
、

A
I
で
管
理
す
る
こ
と
を

実
証
中
で
、

入
津
沖
で
の
導
入
を

探
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
低
魚
粉
飼
料
の
開
発
を
産

学
官
で
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、

県
民
ク
ラ
ブ
の
成
迫
健

児
議
員
が
「

漁
港
施
設
に
お
け
る

安
全
対
策
」

に
つ
い
て
質
問
し

た
。

http://www.jf-oita.or.jp/

令和７年度新規就業者数を公表
　県は令和７年度の農林水産業の新規就業状況を発表した。
　水産業は69名で農業、林業と同じく昨年度よりも減少した。
またそれぞれで自営の割合が減少したが、これは物価高騰を
背景とした初期投資額の増加が一因と考えられた。女性は水
産業では７名とこれまでで最多となった。※発表は５月７日

大
分
県
漁
業
公
社

　
通
常
総
会

　
公
益
社
団
法
人
大
分
県
漁

業
公
社
（

理
事
長
：
大
塚
猛

県
農
林
水
産
部
審
議
監
）

の

通
常
総
会
が
6
月
2
9
日
に

水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
塚
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、

議
事
に
入
っ

た
。

R
7

は
種
苗
生
産
で
は
計
画
以
上

の
収
入
を
確
保
し
た
が
、

電

気
、

資
材
費
等
が
予
想
以
上

に
高
騰
し
た
結
果
、

7
7
0

万
円
の
赤
字
と
な
っ

た
。

ま
た
、

今
後
、

配
合
飼
料
や

燃
料
費
の
上
昇
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、

R
8
計
上
増
減
額

は
マ
イ
ナ
ス
1
,
1
7
1
万

円
を
見
込
ん
で
お
り
、

R
9
.
４
月
に
向
け
て
こ
れ

ま
で
据
え
置
か
れ
て
い
た
種

苗
価
格
の
改
定
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ

た
。

編
集
後
記

　
梅
雨
に
入
り
雨
の

日
が
続
い
て
い
る

が
、

今
年
の
梅
雨
は

し
っ

か
り
と
降
っ

て

い
る
よ
う
に
感
じ

る
。

　
さ
て
、

サ
ッ

カ
ー

の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ

プ

が
始
ま
っ

た
。

日
本

が
予
選
リ
ー

グ
を
突

破
、

本
選
は
強
豪
相

手
に
善
戦
し
た
が

…
、

惜
し
か
っ

た
。

　
一
方
で
「

カ
ボ
ベ

ル
テ
」
っ

て
ど
こ

だ
？
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
国
が
あ
る
。

　
い
つ
も
は
野
球
を

好
ん
で
観
る
。

こ
の

時
期
だ
け
、

に
わ
か

サ
ッ

カ
ー

フ
ァ

ン
に

な
る
私
（

大
）
。

　
5
月
2
6
日
、

水
産
会
館
に
お
い

て
、

令
和
8
年
度
大
分
県
J
F
共
済
推

進
本
部
（

会
長
：
中
根
組
合
長
）

の
定

例
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
、

中
根
会
長
が
「

昨
年
度
、

特
に
生
活
総
合
共
済
く
ら
し
が
保
有
契

約
量
の
伸
長
率
で
二
年
連
続
の
全
国
第

一
位
、

伸
長
額
で
も
全
国
第
二
位
で

あ
っ

た
。

運
営
委
員
長
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

共
済
事
業

の
め
ざ
す
方
向
性
を
あ
ら
た
め
て
確
認

し
、

組
合
員
の
生
活
の
安
定
の
た
め
本

事
業
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
進
し
て
い

く
」

と
挨
拶
。

　
そ
の
後
、

昨
年
度
の
実
績
に
よ
り
大

分
県
漁
協
が
共
水
連
会
長
賞
を
受
賞
し

た
た
め
、

高
田
明
生
全
国
共
水
連
代
表

理
事
専
務
か
ら
中
根
組
合
長
に
表
彰
状

を
手
渡
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、

2
0
2
5
年
活
動
報

告
で
は
、

普
通
厚
生
共
済
チ
ョ

コ
ー

は

9
3
.
6
％
と
惜
し
く
も
目
標
達
成
に

至
ら
な
か
っ

た
が
、

生
活
総
合
共
済
く

ら
し
に
つ
い
て
は
1
1
5
.
4
％
と
実

に
7
年
ぶ
り
に
目
標
達
成
、

付
加
収
入

も
大
き
く
増
収
と
な
っ

た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

ま
た
、

2
0
2
6
年
活
動
計

画
案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、

承
認
さ
れ

た
。

大
分
県
J
F
共
済
推
進
本
部

　
　
　
　
　
定
例
総
会

漁業士連絡協議会研究会・総会

　６月１３日、別府市において、大分県漁業士連絡協
議会の全体研修会と通常総会が開催された。
　研修会では、漁業就業フェアについて、県水産振興
課の都留勝徳主幹が「大分県における令和８年度の
取り組み」について、一般社団法人全国漁業就業者
確保育成センターの猪子真理子氏が「これまでの就業
フェアから見えてきたこと」について話題提供した。そ
の後漁業就業環境の見直しについて「漁業カイゼン講
習会（安全推進員養成講習会）」の題で、国立研究開
発法人　水産研究・教育機構の高橋秀行研究主幹が
講演した。
　その後、通常総会が行われ、昨年度の活動報告、今
年度の事業計画案等が承認された。

　6月4日、東京都において、公益社団法人全国漁港漁場
協会（田中郁也会長）の通常総会が開催された。
　議事の前に、令和8年度の漁港漁場功績者等の表彰が
あり、中根組合長（大分県漁港漁場協会会長）が、協会の
役員として10年以上勤務し、その運営、発展に特に功績が
あったとして、全国協会から表彰を受けた。
　また、佐伯市農林水産部水産課
の休坂武志総括主幹も、地方公共
団体の職員として永年（10年以上）
勤務、漁港漁場行政に多大な貢献
をしたことにより表彰された。
おめでとうございます。

中根組合長が功労者表彰を受賞
～全国漁港漁場協会～

小計 自営 雇用
うち
女性

平成３０年度 71 52 19 0 248 105 424
令和元年度 73 54 19 4 257 105 435
令和２年度 76 47 29 6 290 102 468
令和３年度 76 47 29 4 280 113 469
令和４年度 75 56 19 4 281 106 462
令和５年度 75 58 17 6 285 107 467
令和６年度 76 66 10 5 290 106 472

令和７年度 69 55 14 7 281 104 454

８年間の合計 591 435 156 36 2,212 848 3,651

水産業
農業 林業 合計

大分県の農林水産業の新規就業者数


